
別記様式（第２条関係） 

会 議 結 果 報 告 書 

   令和３年７月２日 

会議の名称 志木市公共施設等マネジメント検討委員会（令和３年度第２回） 

開 催 日 時 令和３年７月２日（金）１３時１０分～１３時５０分 

開 催 場 所 志木市役所 第３庁舎 庁議室 

出席者委員 

【検討委員会メンバー】（※進行者） 

委員長：香川市長(※) 

副委員長：櫻井副市長、柚木教育長 

委員：尾﨑総合行政部長、川幡総務部長、村山市民生活部長、村上

福祉部長、大熊子ども・健康部長、中森都市整備部長、松永市長公

室長、豊島会計管理者、渋谷上下水道部長、北村教育政策部長             

（計１３人） 

欠席者職氏名 
大河内議会事務局長 

（計 １人） 

説明員職氏名 
浅見公共施設マネジメント推進室長 

                       （計 １人） 

議 題 
志木市民会館及び志木市民体育館再整備基本計画（素案）に係る意

見公募手続の実施ついて 

結 果 担当課の案のとおり、意見公募手続を実施することとなった。 

事務局職員職氏名 

松田公共施設マネジメント推進室副室長、吉田公共施設マネジメ

ント推進室主幹、平間公共施設マネジメント推進室主査 

外立秘書政策課長、松井市民活動推進課長、土崎生涯学習課長 

その他必要事項 
 

 

  



会議内容の記録（会議経過、結論等） 

１ 開会 

浅見公共施設マネジメント推進室長が開会を告げる。 

 

２ 審議事項 （検討委員会メンバーは委員と表記する。） 

・浅見公共施設マネジメント推進室長より、「志木市民会館及び志木市民体育館再整備

基本計画（素案）」における前回会議からの変更点について概要を説明後、質疑応答を

行った。 

○概要説明 

 前回会議以降に、６月１８日（金）に議会の特別委員会が開催され、６月２４日（木）

に最終回となる第７回志木市民会館及び志木市民体育館再整備基本計画策定検討委員

会」を開催し、基本計画（素案）の内容がまとまったので、６月３０日（水）に「志

木市民会館及び志木市民体育館再整備基本計画策定検討委員会」（以下「検討委員会」

という。）の委員長及び副委員長より、基本計画（素案）を市長に報告したところであ

る。 

 本日は、前回会議以降に変更となった箇所について説明する。 

 まず、基本理念について、前回会議時には検討中としていたが、検討委員会にて、

検討を行い、「みんなに愛され、だれもが主役になれる。そんな場所を、志木市らしい

市民力を生かした活動を通じてつくります。」に決定した。 

 また、基本的な考え方について整理を行った。市民会館は、水害時の避難所として

指定されているが、複合施設となり、耐震性能も確保されることから、震災時の避難

所としても活用できるよう、隣接する志木小学校の避難所機能と合わせて検討すると

ともに、災害時に重要な役割を負える施設となるよう、その活用方法についても検討

する旨の記載を追加し、複合施設の構成イメージについても、整理を行った。 

 次に、ホール機能については、ホールは市民の文化芸術活動の拠点となることから、

拠点施設という文言を追加し、観客席についても、現状よりも質の高い席を整備する

必要があるとの意見が検討委員会より出されたことから、現状より広く、質の高い客

席を整備するという文言を追加した。また、リハーサルルームについても、検討委員

会にて、具体的な人数が示されたので、それを踏まえ文言の修正を行った。 

 次に、体育機能については、市民大会等という文言を追加し、市民の活動の場とい

うイメージの表現に変更した。また、トレーニングルームについては、市民の日常的

な健康づくりの場となることから、表現を追加するとともに、市で取り組む健康施策

事業にも活用できるようにするという表現を追加した。 

 次に、交流・多目的機能については、市民文化祭など、オール志木での催し物に対

応できる施設とすることを新たに追加した。 



 次に、災害活動拠点機能については、備蓄倉庫の配置について、設計時に検討を行

う旨を追加した。 

 次に、管理機能のうち、駐車場・駐輪場については、パルシティ通り側に一般車両

の出入り口を設けることや、施設利用者の送迎などのための車寄せを配置すること、

さらには、電気自動車等の充電スタンドの設置の検討について、新たに追加した。 

次に、設計者選定方法の評価については、設計ＪＶ方式という文言を追加し、文化

施設の実績がある設計事務所と体育施設の実績がある設計事務所が共同して手を挙げ

てもらうことも含め、設計候補者を選定したいと考えている。 

 次に、選定方法の表について、一番右側に「技術提案・交渉方式（プロポーザル方

式）」を追加した。 

 最後に、今後の課題として、施設の運用について、複合施設では、文化的イベント

とスポーツイベントが同時に行えることなどから、それぞれの機能を犠牲にしないよ

うに施設の運用方法について、開設までに詳細な検討を行う必要があるという課題を

追加した。 

 以上が、前回の会議以降、特別委員会と検討委員会の意見を踏まえ、修正した内容

とであり、７月６日（火）から８月５日（木）までの期間において、意見公募手続き

を実施したいと考えている。 

 

委 員：今年度中に設計候補者を選定する予定であるが、いつ頃になるのか。 

説明者：意見公募を経て、８月中旬頃に基本計画を策定するので、それ以降設計候補

者の選定を開始したいと考えている。 

 

３ 閉会 

 浅見公共施設マネジメント推進室長が閉会を告げる。 

備考 会議内容の記録には、発言者の立場を明記するとともに、発言の趣旨が容易

に理解できるよう簡潔明瞭に記載すること。 


